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伊豆半島伊東市東方手石海丘海底火山の

噴火後の変化

仲　 二郎゛1

1919年 ７月13日に，伊豆半鳥伊東市東方約４ｋｍで海底火山噴火を・ こした手石肖丘におい

て，l 閾Ｓ年からIS94 年 の問に ５回にわたり無人探査軸「ドルフ４ｙ3X 」等によりＳ畦の飃査

を行りてきた。そ政紡篆 海底の温度44約10●℃ から籌℃ へと徐々に低･F しており，蓖的に冷

劔が進行Ｌていることが●認された。滄た，噴火餓１年後から，火口の堆植物による埋讚が始

ま･2ていることも製寨されつつある。

キーワード ＝手石蓴丘。且虚火山。 東伊豆単虚・ 山群

Post  Eruption Changes  of Teishi Knoll

Submarine  Volcano, East of Ito City,

Izu  Peninsula

Jiro NAKA**

Teishi  Knoll submarine  volcano  erupted  on July IS 1989. 4km  east of Iio eily. JAMS-

TBC  surveyed  this volcano  using ROV  'Dolphin  SK"  and others from  1989 to 19&<t Sea

floor temperature  was  decreasing  gradually  from  1CH3*C to 30^  during  this period. This

indicates  thai coaling  of (his volcano  is proceeding  continuously.  Moreover,  crater is

filling up by sedimentation  form  one  year after the eruption.

Key  words  : Teislu Kn&ll, Monogeneiic volcano, Higashi-Izu monogenic  volcanoes
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１．は じ め に

19a9年７爿13 日に，伊豆半鳥伊東市東方約4km で海

底火ｉ 噴火を起こした手石淘丘海底火山において。海洋

科学技術セｙターでは1989年9月，1990年８月，1991年

ｎ月，そして1994年３月に細人探養饋 ｒドルフ４ン3K亅

等によりその海底での廁接観察を行・ てきた。梅底の地

質等の観察結果等朏別に報告予定であるので。ここでは

その間に泥鰌された海底の温度等の唄火後の変化の概要

を糶告する。

２．地 質 背嚢

伊豆半鳥の東部には第四紀後期の活動により形成され

た東伊豆単成火山群（荒巻・●霤，1977）と総称される

小規模の火山群がある。一方，伊豆半島と伊豆大鳥の問

には,海底火山と考えられる（多くは円錐形を呈してい

る）小規杖の海丘が多く存在し，これらは東伊豆沖梅ぽ

火山群と総称されている（葉室ほか，1980 ）。そして，

これらも東伊豆単成火山群とみることもできるが（葉室

ほか，1980）これら海底火山 のうち，伊豆大鳥よりのも

のは伊豆人島に近い組成を持つ火岩が採取されており。

火山岩から見た場合これらの西側のもののみを東伊豆単

成火山群に含めている（葉室ほか，1980 ）。

手石海丘はこの東伊豆単成 火山群に属すると考えられ

ている。しかし，この東伊豆単成 火山群では宵史におい

て噴火の紀録はなく，手石海丘が唯一の噴火記録 となっ

ている（小野逕か，1990）。 また同時にこの火山群の北

東端を占めている。

３．噴火の経緯の概略

1970年代後半から，東伊豆即成火山群の分布範囲にお

いて，群発地芻がたぴたぴ起こっていた。今回の淘庭噴

火の際にも噴火に先立･･て伊豆半鳥東方において。６月

末から群発纔裏が起こりた。・ 初は手石梅丘の南東方に

霞源があり，次第に北東方へ移勤し手石海丘の所へ至っ

たのちに海豈癨火を起こした。その移動に伴りて震源も

次摶に浅くな。てい。た。７月11日に火山性の微動が手

石海丘付近で始まり，７月13日に海底火山噴火が記録さ

れた。この闕海上保安庁水略部がその周辺を調査してお

り，７月９日には地形上の変化を認めなかったものの。

７月13日の噴火約８時間前に潜在円T百F冫を観測し。 それ

を噴火直前lごも観測した。そ の後，噴火後の７月15 日に

は脯郎|こ火口が観察された（大鳥ほか，1990 など）。

夕

４．甼石溢jiの概要

手石海丘の概要を1989年９月の調査桔果等をもとに記

述する。 手石海丘 は図 凵こ示すように伊東市東 方約

４ｋｍの水深約100m の比較的 平坦な海暖郎に形成 され

た。海丘自体は周囲の海底から10－15m 緩やかに盛り上

図 １ 手 石 梅 丘 位 酘 図

Ｆ咏 Ｉ Ｌ０４ａtｊｏｎ ｏｎ ｈｅ Ｔｅｉｓhl Knoll.
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がっており，中央部に南北約瀏)ｍ東西約1SOm の火口を

もっている。火口壁はきわめて急傾斜で垂直に近い節分

も多い。火口底は水鰥120m 前後で最深部は火口南増に

ありその水鈿は129m であった。海丘本体は火山噴出物

からはできておらず，海底が海底下の貫入岩体等による

盛り上がりで地形的な高まりが形成されている。また，

今回の噴火で嘖出した玄武岩はごく少量のみで，火口底

を火口壁に見られる堆積岩の岩片とともに埋めている程

度である。

５．海底の温度等の変化

重989年9月

噴火から約２か月後にデ４－プトウカメラ及び「ドル

フィン3K 」により観察を行 。た。 その結果火口最 深部

は火口内 の南喘にありその水匍は12s ｍあった（図 ２）。

またそこでは，海底から激しくガ ス（気胞）が吹き上げ

ており，その付近の水温も9a－100 ℃に迫していた。火

囗を横断したカメラ曳航体装魯のｃＩＤの温度記録でも。

最鑠郎を通遇する際に最 も顕著な 高温 を記備して おり

（図S ）｡火口最渊郎が最も温度的に活発であ・ たこ とを

示している。

火口底朏火口壁を構成する堆積岩頽や今回 の噴出物で

圜 ２ 手 石 洵丘 周 辺 の 海 底 洫彫 及 び堆 積 勧 中・ 度 ． 破 線 ：等 原

線 （●）． 実線 ：岨 度 （℃ ）

rｉ.2B 驫翡･ｙｍｌtｆｙ afχiミｄｉｍｅｎt tｌｍｐｅｒａtｕrｅ .around t Ｍ

Ｔｅｉｓｈｉ Knoll.  Solid line: Ｔｅｍμ Γ11町ej ・ ℃ ，Ｂxck･

en  line:Bathymetry  in  meter
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ある玄武岩暉等の糯粒雀積惴で覆 われており，その中の

温度（測定はｌ点のみ）は周閼海水より15℃高かうた。

また火［］甓基底の一郎で高混のためと思われる，淘水の

ゆらぎも観察された。

1990年皀月

噴火からほぽ１年後には火口内は細粒の堆積勧で埋め

られており（図４），「ドルフ４ン3K 」による目 視観察

で は海底での淘水のゆらぎ等の瞿象は亀められなか・

た。ｒド ルフィン3KJ  Iごより白金姪抗体を用いた洫度計

で。 海底の約50点において堆積勧中（1･－21cm ）の温

虞を測定した。その結果から等温線を錨いた結果を図 ２

にｉ す。

この結果から明らかなように。目視的|ごは異状はない

もめの， 手石洵丘はなおその海底郎で高温を保 。てい

た。また，高祖郎は一様な分布を示しておらず，全体と

しては北東‐ 南西に伸びて西側にふくらんだ三日月状の

形態を示して いた。 また。そのなかには， 周囲海水温

（約2a℃）に比べ50℃£4上高い70℃以上の部分が２か所

あり。その１つは火【】のほ綛中央にあり。他方は瞬火後

２か月時に最 も高温であ。た火口南端のやや南の火口縫

上で2p●ｉされた。

1991年11月

噴火後 ２年 ４か月にも, 1990 年８月と同様に 「ド」レ

フィン3ｘ」により温度観測等を行った。海底の目視的

な状況1*1990 年８月同氛 火口底は細粒の堆歓勧で埋め

られてい た。 この際の岨度測定点は1990年に比べ少な

か。たため， 全体の分布図は猫けていない。しかし。火

図 ３ ＣｔＤＩごよる手石洵丘の東西の地彫及び海水温威面。

破繍：水瀬（ｍ）。 寞匐：水岨（℃）

Fig.  3 Temperature ａｎｄ depth profiles recorded ｂy CTD

installed Ｄｅｌｐ Ｔｏｗ Ｃａｍｅｒａ
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圜 ４ 手石淘丘の地形齟函変化. Ａ:1989 年9JI ， Ｂ: 】99･　 ｃ ，I,III

年Ｓ月　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，｡ 。

Fis. 4 Schematic profiles indicoti・Ｓ ch&nge ０１ crater.　　　1　1

A: Ｓａｐtａｍｂｅｒj●g. Ｂ:Ａ哺ＩｓＵ９９０．　　　　　　 １　 ：

ｌ　 ｉ

口内には堆積勧中に高召を示す部分があり，その最高は

匐℃（周囲淘水温より30℃IZ 上高い）を趨えてい た。

しかし，19吩年同様に目視的には只状はなか･gた。

1994年３月

噴火餓４年８か月後にも｡199《1年と同じく「ドルフ４

ン3K 」により海底において温度測定等を行･iた。この

縢も1991年同様測定点数が多くなく全体の分布図は描い

ていない。海膿の状況は19 如年Ja 濛特に変化は見られ

ず。火口底は綰粒の堆積物で覩われていたが，その水深

がやや疎め（数ｍ）にな・ ていたili能挫がある（測深の

誤差の可能性もある）。また，目視的には異状は認めら

れなかった。海底の堆積物の温度 は。過去2 回に比べか

なり低くな っており， 最高で約30 ℃（周岡海 水16 －

17℃）にとどま・ていた。

６．その他歯中等の震化

19閼年７月151ﾖに海上保安斤の調査では，火口からガ

スと見られるものが激しく海面まで逹しているのか記録

されていた.

1989年９月の海洋科学技術センターの調査の巓にも測

課饑の記録に同様のものが記録されており，海底におい

て も直接ガスが吹き上がりてい たことが観察されたほ

か，「ドルフィン3K 」の母崘「なつしま」上でも火口付

泥

図 Ｓ 手石梅丘両辺 の測深足録。Ａ:19 鬩 年 ９月， ｌ:1990

年 Ｓ月． Ｃ：ｌ軸1 年Ｕ 月，Ｄ:1994 年 ３月

Fi＆5 Pr ｌｅｉｓｅ depth ｓｃｏrls of Teishi kr･oll. Ａ:

September  1989.  B: Ａ㎎ｕｓ11990. Ｃ: Ｎｏｖｅｍｂ嶝f

1991. D:March  1994

近 の水面 で気泡が 沸き上が ってい ることが認 めら れた。

同 橡の測深機による記録は19s9 乍1 明 の海上保安 庁 の記

録 にも認められている（大島 ほか｡1990 ）。

先に述べたよ･う に199a 年以 降海 底においてガ ス等は認

められていない。 しかし，1990 年 の調査の際には 。海中

の水深70m 付 近に 震のような 記録 が測深機 の肥録 に， 火

ＪＡＭsTEcJ. Ｄ棡p ｓe●Ｒ●ｓ.｡10 (1994)



口上付近を通過する際に記録されている。同様の記録

は，やや弱くなったものの｡1991 年の調査でも記録され

ていたが, 1994年には鈩●されなかった(図５)。

７．まとめ亠考寨

手石梅丘そのものでは1989年の噴火以降なんら火山活

動か起こ。ていない。 したが。てまさに手石梅丘は単成

火山の１つといえる。 その後の変化は海水及び堆積物中

の温度が示すように噴火２か月後に100 ℃｡ 約１年後に

約詞℃，約2年硬に約50℃， 豹４年半後に約 加℃ という

具合に単謁に冷却が澑行していることを示している。噴

火後約１年に作成した海暖の温度の分布図（圀２）に見

られる高且部の分布は，海底下の高岨物（貫入岩体）の

存在を反映しているものと見られ，その岸さがそれほど

浅くないことを示していると思われる。

火山地形は噴火後約１年に火口が細粒の堆積物で埋穗

されてｉ り。 麁変してしま･ｇた。 糎牘の１つの理由諡調

査前の約１か月の間に２つの合風が手石廛Fi の付近を通

遇し， 手石海丘が陸に近いため大量の土砂が流入し，急

速に埋積きれたこ とが考えられる。一般に梅底が高温で

あれば，細粒の堆積物は対流によ。て吹きとぱされてし

まい，海厩は柤粒 な堆積伽 のみが喪ることが考えられ

る。徒･３て，１年後以降火口底の状態が紬粒堆積物で埋

積され続けたこ とは，?0 ℃ という海 底の岨度ｇ 下に

なうた塲合。 蚩靡 火山 の山体の濔釐めf巡行し始めること

を示している。

しかし。 繽粒堆種物が下方から加熟さ11j●けた場合そ

のなかで置度勾配 ができ，密皮が逆転する可鯲絛がある

と考えられる。そ してその迴転が堆積勧を上方へ吹き上

げさせる可能性も考えられる。海中に懸濁した泥が霍登

のものを形成したら， 喰火後２年にわたり観察された測

jamstec  j. dmp  s≪a ru｡10  (1994)

饂機に記録された梅水中の婁状の記録に当たると考えら

れる。
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